二人桜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬場　康徳

私は、幼馴染の純が大嫌いだ。いつも適当で我儘で素行も悪いし、、、でも、強引が何よりも嫌いだ。
「花見に行こうぜ」
夕方の電話での開口一番がそれだった。こいつは何言ってんだか。そもそも来年受験なのにそんなことしてる時間ないじゃん。
「……なんで？」
「え、別にいいじゃん。どうせ受験って言ったってまだそこまで本腰入れてないんだろ？　なら行こうぜ。十八時三十分にいつものとこな。」
「ちょっと、純………切れてる。」
……ほんと、あいつは強引だ。
結局断っても後が面倒くさかったので行くことにし、自転車で花見会場の稲荷神社に向かった。……て、確かここ凄くきつい坂のぼんなきゃつかない場所じゃん！
「ねえ、純。この坂のぼるの？　他の坂にしようよ……」
「なんだ沙耶怖いのか？　高三のくせに。いつまでガキなんだよ。」
ついでに言うと私はこいつのデリカシーのなさも嫌いだ。
キコキコキコはーはーはー、額に汗を滲ませながらこの坂の頂上に着いたのにあいつは既に下りに入っているようで姿が見えない。帰宅部なのにどこで手に入れたんだか、その脚の筋肉。
いくら下り坂が楽とはいえ周りは森で電灯がないのは上りと同じ。車があまり通らないから安全だが急なカーブが多いので余りスピードが出せない。……この時期に怪我なんてしたら笑えない。
春先の風はまだ少し寒かったが少し汗をかいた私の顔にはとても心地良かった。
すこし下ったあたりでにぎやかな声が聞こえてきた。会場が近い。
森を抜けるとそこに美しい光景が広がっていた。辺り一面に桜が咲き誇り。多くの出店がでて賑わっている。
「うわぁ、きれい。」
近くに自転車を止め私も境内の中に入っていく。
「いよ、遅かったじゃないか。何してたんだよ？」
「何って、あんたね女子と男子じゃ筋肉に差があるんだから遅くなるにきまってるじゃない。って、あんた何飲んでんのよ。」
境内の柱によっかかったあいつが近くの出店で買ったと思われるビールと焼き鳥をもっていた。
「うめぇ～！！　どうだ？　沙耶も一杯やるか？」
「飲むわけないじゃない私達未成年よ。それにあんた、見つかったらまた停学になるわよ。」
「そう固いこと言うなって。折角桜を見に来たんだからさ。酒飲みながら夜桜を見ないなんて逆に桜に失礼だぜ。」
ほんと、これだからこいつが嫌いだ。


ふー、ようやく穴場についた
社の裏にある少し大きな木の上に登り辺りを見回した。子供のころからよく一緒に此処を使うけど毎回この景色には感動する。
　それにしても、此処からみる桜は本当にきれいだ。今回ここで桜を見たのが初めてだが今までここで花見をしなかったことが悔やまれるぐらいだ。
「ねえ、純。ほんとここから見る桜って綺麗だね。」
「ああ。」
目の前に広がる桜を見ながらそう答える純は、いつになく穏やかで懐かしい顔をしていた。普段見ない表情なだけにドキリとした。なんだそんな表情もできるんじゃん。

人々の喧騒のなか桜を見ていた。あいつは相変わらずさっきと同じ表情をしている。そんな表情を見ていると思わず私はあいつのことが本当に嫌いなのか疑問に思ってしまいそうだ……！　いや、嫌いに決まっている！　あんなやつ。
　そもそも、もう十数年も幼馴染やってる相手の誕生日すら覚えてないなんて酷過ぎる。さっきの電話だって実は少し楽しみにしてたのに……今年はもらえるかもと思って少しアプローチしてみた私がばかみたい。
　
　花見をして少したったが正直私は少し飽きていた。いくら綺麗でも何十分も見ていると飽きてくる。というより感動が薄れてきた。
そんな時だ。
ドオォォォォォォン！！　パチパチ！
「きゃ。」
びっくりした……いきなり目の前に花火が打ちあがった。
「びっくりしたか？　実は今日さ、夜花火大会が近くの河川であってな。ここからだと良く見えるだろ？」
「………もう、そうならそうと言ってよ。凄くびっくりした。」

花火が上がる上がる。その度にオーだとかワーだとか声が聞こえる。
ただでさえ桜が綺麗なのに花火が一緒だとますます綺麗だ。桜の背景に様々な形や色の花火が咲く。
　しかし、しばらくすると空は煙で一杯になり花火が鮮やかに見えない。ふと、あいつの表情が気になった。あいつは……相変わらずの表情だ。一体なにを考えているんだろう？

花火大会も終わりに近づいてきたらしく沢山の花火が上がった。もう煙なんか構わずにバンバンバン上がる上がる。・・視界から花火が消えることのない状態が一分位続いた。

「なあ、沙耶」
「何？」
「一つ沙耶に言い忘れてたことがあるんだけどさ、………一週間遅れたけど沙耶誕生日おめでと。」
「え……覚えてたんだ。」
「あ、当たり前だろ。べ、別に今までだって一回も忘れたことなんかないよ。それよりさほらこれ、誕生日プレゼント。」
「あ…ありがとう。」
「中見てよ。」
「そ、そうだよね。中見るね。」
ぶっきらぼうに渡された封筒を開けると中には遊園地のパスポートが入ってた。これ、前に私がさりげなく行きたいって言ったところ。
「え……純これって。」
「この間沙耶行きたいって言ってたろ。それ、来年の春まで有効だからさ大学合格したら一緒に行こうぜ。」
「合格したらって、…あんた何言ってんのよ。あんた今のままっだったら大学合格どころが卒業すらあやしいじゃない。」
「うん。だからさ俺卒業できるように頑張るし、大学も一生懸命合格するからさ。だから……」
「…………」
「沙耶っ」
「……渡すのが遅いの馬鹿！」
「ごめん。」
「それに、渡すんなら包むなりなんなりするでしょ！　気が利かないのよ。」
「ごめん。」
「それに、それに、何で私なのよ。」
「ごめん。」
「そこは謝る所じゃないでしょ！！」
「ごめん。でも、俺は沙耶と行きたい。いや沙耶とじゃなきゃ行きたくない。」
「………っ。」
「沙耶。」
「……ちゃんと、ちゃんと合格すること。そうね、そしたらそんとき考えてあげる。」
「…おう！　約束だぞ。」
　その時純が見せた笑顔は今まで見たことがないくらい輝いていて、思わず赤くなった顔を隠すのも忘れて見入ってしまった。


私はあいつのことが嫌いだ。いつも適当で我儘で素行も悪いし我儘でデリカシーもないし…………でもちょっとだけ、ほんのちょっとだけだけどあいつのことを見なおしたかな。

そんな春の一日。
